
（内容について）

　　　　　　　　　・機能分離型支承
　　　　　　　　　・外ケーブル工
　　　　　　　　　・プレグラウト横締工

なお、上記工法を　適用する際は、本書前部の項目それぞれに対応する工法と差し替えて
使用することとする。

場所打固定支保工（箱桁橋）

－架設支保工－

・場所打固定支保工（箱桁橋）の施工は、それぞれ特色ある架設形式や工法を組み合わせて
施工された事例が増えており、多様化している。
　ここでは、別項目タイプとして　以下に示す別工種を本書後部に記載した。

　　[別項目タイプ]
　　　　　　　　　・くさび結合支保工
　　　　　　　　　・トラス梁特殊支保工



場所打固定支保工（箱桁橋）－架設支保工－
　

○○○橋上部工事

規格 単位 数量 単　　価 金　　額 備　考 摘　要

コンクリート橋上部

式

ＰＣ箱桁橋工

式

架設支保工（固定）

式

支保工

式

支承工

式

ｺﾞﾑ支承 全反力　　　R=○　KN

個

落橋防止工

組

ＰＣ箱桁製作工

式

鉄筋 　D13～Ｄ32

ｔ

ｺﾝｸﾘｰﾄ 型枠・ｺﾝｸﾘｰﾄ工

ｍ3

PCｹｰﾌﾞﾙ工（縦締め）

ｍ

PCｹｰﾌﾞﾙ工（横締め）

ｍ

PCｹｰﾌﾞﾙ工（鉛直締め）

ｍ

PC緊張工（縦締め）

ｹｰﾌﾞﾙ

PC緊張工（横締め）

ｹｰﾌﾞﾙ

PC緊張工（鉛直締め）

ｹｰﾌﾞﾙ

接続工

組

橋梁付属物工

式

伸縮装置工

式

伸縮装置

ｍ

排水装置工

式

排水桝設置工

箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ設置工

本

排水管設置工

ｍ

地覆・壁高欄工

式

場所打地覆・壁高欄

式

直接工事費 （Ａ）

式

積算基準　p.906

積算基準　p.916

積算基準　p.905

◇単価-10号表

◇単価-11号表

◇単価-12号表

◇単価-13号表

◇単価-14号表

積算基準　p.913

橋架設　p.673

◇単価-15号表

積算基準　p.915

◇単価-17号表

市場単価

標準積算　Ⅳ-2-⑧-1

積算基準p.961

◇単価-16号表 積算基準p.961

◆内訳-2号表

積算基準　p.912◇単価-6号表

◇単価-7号表

積算基準　p.915

積算基準p.285

◆内訳-1号表

◇単価-4号表

◇単価-5号表

積算基準　p.912◇単価-9号表

◇単価-8号表

積算基準　p.911

橋架設　p.690

－ 工事数量総括表（１／２） －

積算基準　p.943

工事名

工事区分・工種・種別・細別

『積算基準』：国土交通省土木工事積算基準（H23）

『橋架設』 ：橋梁架設工事の積算（H23）

『標準積算』：国交省土木工事標準積算基準書（H23）



－ 工事数量総括表（２／２） －

○○○橋上部工事

規格 単位 数量 単　　　価 金　　　額 備　　考 摘　　要

間接工事費 　工種；　Ｐ･Ｃ橋工事

式

共通仮設費計 （Ｂ）

式

運搬費

式

安全費

式

交通誘導員

昼間 式

ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ（率計上）

式

共通仮設費（率計上）

式

純工事費 （Ａ）＋（Ｂ）

式

現場管理費

式

工事原価

式

一般管理費等

式

工事価格

式

消費税相当額

式

工事費計

式

工事区分・工種・種別・細別

工事名



◆内訳-1号表 ：支保工（支柱式）内訳 （１連当り）

　支保工基礎工 式 1

　支柱式支保工 空ｍ3

　支柱受台工 ｍ

　支保工 くさび結合支保工 空ｍ3

　合計

　※１．支保工基礎工（杭基礎、コンクリート基礎等）は、現場条件によりそれぞれ異なるので別途積上積算 【必要数値・項目等】
　　　　を行う。
　　２．くさび結合支保工は支柱式支保工上に使用する場合のものである。

名　　　称 規　　　格 単位 数　量

積算基準　p.943

積算基準　p.943

摘　　　　要単　価 金　　　額 備　　　考

積算基準　p.941

◇単価-1号表

◇単価-2号表

◇単価-3号表



開口部が１部分の例



注） 桁が変断面である場合の支保耐力は、１径間あたりの 平均コンクリート厚値にて計算する。



　　　　　　注）　１セット当り施工延長は、橋台(橋脚)間の内々距離の合計とする。



◇単価-1号表 ：支柱式支保工 （支柱支保工100空ｍ3当り）

積算基準　p.943

　橋梁世話役 人 表4.1
積算基準　p.943

　橋梁特殊工 人 表4.1
積算基準　p.943

　普通作業員 人 表4.1

排出ガス対策型(第1次基準値) 積算基準　p.943

　ラフテレーンクレーン賃料 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型　25t吊 台・日 表4.1

開口部延長　○○ｍ
　支柱支保仮設材損料 支保耐力○○ｋＮ/ｍ2　(t/ｍ2） 橋架設　588

桁長　　　○○ｍ 式 1 表3-56

支保高さ　○○ｍ
橋架設　589

　修理費および損耗費 式 1 表3-57

　諸雑費 式 1

　合計

【必要数値・項目等】

数　量 摘　　　　要単　価 金　　　額 備　　　考名　　　称 規　　　格 単位



【必要数値・項目等】



◇単価-2号表 ：支柱受台工 （10ｍ当り）

積算基準　p.943

　世話役 人 表4.2
積算基準　p.943

　特殊作業員 人 表4.2
積算基準　p.943

　普通作業員 人 表4.2
賃料×供用日+　整備費 積算基準　p.943表4.2

　鋼材賃料 　Ｈ形鋼　300型 ｔ・日 橋架設　p.752表3-206

　排出ガス対策型(第1次基準値) 積算基準　p.943

　ラフテレーンクレーン賃料 　油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型　25t吊 台・日 表4.2

　諸雑費 式 1

　合計

※ 【必要数値・項目等】

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 金　　　額 備　　　考 摘　　　　要



◇単価-3号表 ：支保工（くさび結合支保工） （くさび結合支保工100空ｍ3当り）

積算基準　p.941

　橋梁世話役 人 表3.2
積算基準　p.941

　橋梁特殊工 人 表3.2
積算基準　p.941

　普通作業員 人 表3.2

排出ガス対策型(第1次基準値) 積算基準　p.941

　ラフテレーンクレーン賃料 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型　25t吊 日 表3.2

　くさび結合支保仮設材賃料 支保耐力○○ｋＮ/ｍ2　(t/ｍ2） 標準積算　Ⅳ-7-⑮-3

支保ｾｯﾄ長　　　○○ｍ 式 1 標準積算　Ⅳ-7-⑮-4

支保高さ　○○ｍ 表3.3

　諸雑費 式 1

　合計

　※ 【必要数値・項目等】

単　価 金　　　額 備　　　考規　　　格 単位 数　量 摘　　　　要名　　　称

表3.3 くさび結合支保工100空ｍ3当り仮設材賃料表
（ 円 ）

（注） 上記賃料の対象体積（空ｍ3）は 「３－３－１ １セット当り施工量（Ｖ）」 による。
なお賃料には、張出部支保，橋側足場，養生ネット，作業床，安全通路，昇降設備等を含む。



◇単価-4号表 （１組当り）

積算基準　p.906

　橋梁世話役 人 (1／Ｄ)×1 表5.2　5.3
積算基準　p.906

　橋梁特殊工 人 (1／Ｄ)×2 表5.2　5.3
積算基準　p.906

　普通作業員 人 (1／Ｄ)×2 表5.2　5.3

　支承材料(ｺﾞﾑ支承) 個 1
標準積算　Ⅳ-7-⑨-11

　無収縮モルタル材料 m3 表6.3

排出ガス対策型(第1次基準値) 積算基準　p.906

　ラフテレーンクレーン賃料 　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日 (1／Ｄ)×1 表5.1　5.3
積算基準　p.907

　諸雑費 労務費、機械賃料計の ○％ 式 1 表5.4　

　合計

　※ 【必要数値・項目等】

見積

：支承工　(ゴム支承)

単　価 金　　　額 備　　　考

必要数量計上

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 摘　　　　要

Ｄ： 日当たり施工量



◇単価-5号表 （１組当り）

積算基準　p.916

　橋梁世話役 人 (1／Ｄ)×1 表4.2　4.3
積算基準　p.916

　橋梁特殊工 人 (1／Ｄ)×3 表4.2　4.3
積算基準　p.916

　普通作業員 人 (1／Ｄ)×1 表4.2　4.3

　落橋防止装置 組 1
積算基準　p.916

　トラッククレーン賃料 　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日 (1／Ｄ)×1 表4.1　4.3
積算基準　p.916

　諸雑費 労務費、機械賃料計の　○％ 式 1 表4.4　

　合計

　※ 【必要数値・項目等】

見積

摘　　　　要

：落橋防止装置取付工

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 金　　　額 備　　　考

Ｄ： 日当たり施工量



ポストテンション場所打箱桁橋の主桁製作工について

◇単価-6号表 ：鉄筋工 （１ｔ当り）

積算基準　p.912

　世話役 人 表3.3
積算基準　p.912

　鉄筋工 人 表3.3
積算基準　p.912

　とび工 人 表3.3
積算基準　p.912

　普通作業員 人 表3.3
積算基準　p.912

　棒鋼 　D13～D32 ｔ 表3.3
積算基準　p.912

　諸雑費 労務費、材料費計の　○％ 式 1 表3.3

　合計

　※ 【必要数値・項目等】

備　　　考 摘　　　　要名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 金　　　額



◇単価-7号表 ：型枠・コンクリート工 （１０ｍ3当り）

積算基準　p.911

　世話役 人 表3.2
積算基準　p.911

　型枠工 人 表3.2
積算基準　p.911

　とび工 人 表3.2
積算基準　p.911

　特殊作業員 人 表3.2
積算基準　p.911

　普通作業員 人 表3.2
積算基準　p.911

　生コンクリート ｍ3 表3.2

ブーム式 積算基準　p.911

　コンクリートポンプ車運転 90～110ｍ3／ｈ 日 表3.1　　3.2

労務費、材料費、機械損料及び 積算基準　p.911

　諸　雑　費 　　　運転経費計の　　○○％ 式 1 表3.2

　合計

　※　 【必要数値・項目等】

単　価 金　　　額 備　　　考 摘　　　　要名　　　称 規　　　格 単位 数　量



◇単価-8号表 ：ＰＣケーブル工　（縦締）

橋架設　p.664

　橋梁世話役 人 表3-115
橋架設　p.664

　橋梁特殊工 人 表3-115
橋架設　p.664

　とび工 人 表3-115
橋架設　p.664

　普通作業員 人 表3-115
橋架設　p.664

　ＰＣ鋼材 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 ｋｇ 表3-115

　 橋架設　p.664

　諸雑費 労務費、材料費計の　○○％ 式 1 表3-115

　合計

※　縦締ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入、シース内へのグラウト注入作業である。 【必要数値・項目等】

備　　　考

（ケーブル100ｍ当り）

摘　　　　要単　価 金　　　額名　　　称 規　　　格 単位 数　量



◇単価-9号表 ：ＰＣケーブル工　（横締）

積算基準　p.912

　橋梁世話役 人 表3.5　　
積算基準　p.912

　橋梁特殊工 人 表3.5　　
積算基準　p.912

　とび工 人 表3.5　　
積算基準　p.912

　普通作業員 人 表3.5　　
積算基準　p.912

　ＰＣ鋼材 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 ｋｇ 表3.5　　

　 積算基準　p.912

　諸雑費 労務費、材料費計の　○○％ 式 1 表3.5　　

　合計

※　横締ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入、シース内へのグラウト注入作業である。 【必要数値・項目等】

◇単価-10号表 ：ＰＣケーブル工　（鉛直締）

積算基準　p.913

　橋梁世話役 人 表3.6　　
積算基準　p.913

　橋梁特殊工 人 表3.6　　
積算基準　p.913

　とび工 人 表3.6　　
積算基準　p.913

　普通作業員 人 表3.6　　
積算基準　p.913

　ＰＣ鋼材 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 ｋｇ 表3.6　　

　 積算基準　p.913

　諸雑費 労務費、材料費計の　○○％ 式 1 表3.6　　

　合計

※　鉛直締ＰＣケーブル及びシースの切断・組立・挿入、シース内へのグラウト注入作業である。 【必要数値・項目等】

名　　　称 規　　　格

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 備　　　考

（ケーブル100ｍ当り）

摘　　　　要単　価 金　　　額

（ケーブル100ｍ当り）

単位 数　量 単　価 金　　　額 備　　　考 摘　　　　要



◇単価-11号表 ：緊張工　（縦締） （10ケーブル当り）

橋架設　p.667

　橋梁世話役 人 表3-118
橋架設　p.667

　橋梁特殊工 人 表3-118
橋架設　p.667

　型枠工 人 表3-118
橋架設　p.667

　普通作業員 人 表3-118

緊張側（緊張用） 橋架設　p.667

　定着装置 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 組 表3-118

固定側（緊張用又は固定用） 橋架設　p.667

　定着装置 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 組 表3-118
橋架設　p.667

　諸雑費 労務費計の　○○％ 式 1 表3-118

　合計

【必要数値・項目等】
　　２．両締めの場合と片締めの場合がある。片締めの固定側定着装置には　緊張用と同形式のものを使用する場合と

　　　　固定用（ﾃﾞｯﾄｱﾝｶｰ等）を使用する場合がある。

金　　　額名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 備　　　考 摘　　　　要

※　１．縦締緊張工は、定着部型枠の製作・設置・撤去、定着装置取り付け、緊張の作業である。



◇単価-12号表 ：緊張工　（横締） （10ケーブル当り）

積算基準　p.915

　橋梁世話役 人 表3.8　　
積算基準　p.915

　橋梁特殊工 人 表3.8　　
積算基準　p.915

　型枠工 人 表3.8　　
積算基準　p.915

　普通作業員 人 表3.8　　

緊張側（緊張用） 積算基準　p.915

　定着装置 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 組 表3.8　　

固定側（緊張用又は固定用） 積算基準　p.915

　定着装置 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 組 表3.8　　
積算基準　p.915

　諸雑費 労務費計の　○○％ 式 1 表3.8　　

　合計

※　１．横締緊張工は、定着部型枠の製作・設置・撤去、定着装置取り付け、緊張の作業である。 【必要数値・項目等】
　　２．両締めの場合と片締めの場合がある。片締めの固定側定着装置には　緊張用と同形式のものを使用する場合と

金　　　額 備　　　考 摘　　　　要名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価

　　　　固定用（ﾃﾞｯﾄｱﾝｶｰ等）を使用する場合がある。



◇単価-13号表 ：緊張工　（鉛直締） （10ケーブル当り）

積算基準　p.915

　橋梁世話役 人 表3.9　　
積算基準　p.915

　橋梁特殊工 人 表3.9　　
積算基準　p.915

　型枠工 人 表3.9　　
積算基準　p.915

　普通作業員 人 表3.9　　

緊張側（緊張用） 積算基準　p.915

　定着装置 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 組 表3.9　　

固定側（緊張用又は固定用） 積算基準　p.915

　定着装置 ○○○ｋＮ(○○ｔ)型 組 表3.9　　
積算基準　p.915

　諸雑費 労務費計の　○○％ 式 1 表3.9　　

　合計

※　１．鉛直締緊張工は、定着部型枠の製作・設置・撤去、定着装置取り付け、緊張の作業である。 【必要数値・項目等】
　　２．鉛直締緊張工はすべて片締めである。

（参考値）　積算基準　ｐ．916より

備　　　考 摘　　　　要名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 金　　　額



◇単価-14号表 （１組当り）

積算基準　p.905

　橋梁世話役 人 (1／Ｄ)×1 表3.6　3.7
積算基準　p.905

　橋梁特殊工 人 (1／Ｄ)×2 表3.6　3.7
積算基準　p.905

　普通作業員 人 (1／Ｄ)×2 表3.6　3.7

　接続具 組 1
積算基準　p.905

　諸雑費 労務費計の　○％ 式 1 表3.8　

　合計

　※　Ｄ：　日当り施工量 【必要数値・項目等】

摘　　　　要金　　　額名　　　称 規　　　格 単位 数　量

：接続工

見積

単　価 備　　　考



◇単価-15号表 （設置10箇所当り）

標準積算　Ⅳ-2-⑧-1

　世話役 人
標準積算　Ⅳ-2-⑧-1

　普通作業員 人

　排水桝 組 10

　諸雑費 式 1

　合計

　※ 【必要数値・項目等】
　・排水桝重量

：排水桝設置工

単　価 金　　　額 備　　　考

見積

　1箇所当り価格 ＝ 合計／10箇所

摘　　　　要名　　　称 規　　　格 単位 数　量



◇単価-16号表 （１００本当り）

　世話役 人

　特殊作業員 人

　普通作業員 人

　コンクリートアンカーボルト 各種 本

　諸雑費率 労務費、材料費計の　○％ 式

　合計

　※　 【必要数値・項目等】

◇単価-17号表 （１０ｍ当り）

　世話役 人

　特殊作業員 人

　普通作業員 人

　排水管 ｍ 10

　トラッククレーン運転 油圧伸縮ジブ型4.9ｔ吊 本 鋼管設置の場合使用

　諸雑費 式 1

　合計

　※ 【必要数値・項目等】
　・排水管の種類

摘　　　　要

積算基準p.961

積算基準p.961

：コンクリートアンカー設置工

単　価 金　　　額 備　　　考名　　　称 規　　　格 単位 数　量

金　　　額 備　　　考

積算基準p.961

積算基準p.961

積算基準p.961

積算基準p.961

摘　　　　要

積算基準p.961

：排水管設置工

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価

積算基準p.961

積算基準p.961

積算基準p.961

説明）　橋梁排水管設置工について

　　　　排水管は、鋼管、ＶＰ管（φ100mm～200mm）による各種系統タイプ及び溝部の橋梁排水管を設置

　　　　する作業に適用し、排水桝設置及び排水管製作は含まない。

　　施工概要

　　　　　　　　　　　施工フローは、下記を標準とする。

準備・機材搬入

足場設置

コンクリートアンカーボルト設置

排水管設置

足場撤去

機材搬出・後片付け
注）　本歩掛で対応しているのは、実線部のみである



◆内訳-2号表 ：場所打地覆・壁高欄 （１式当り）

　鉄筋工 ｔ

　コンクリート工 ｍ3

　型枠工 ｍ2

　養生工 ｍ3

　目地板工 ｍ2

　合計

【必要数値・項目等】

◇単価-18号表 ：鉄筋工 （１ｔ当り）

　加工組立 （市場単価） ｔ 1.0

　鉄　　筋 ｔ 1.03

　諸雑費 式 1

　合計

【必要数値・項目等】

　※鉄筋の使用量は、次表としスクラップ控除はしない。

　　　　　使用量（ｔ）＝設計量　×　（１＋Ｋ）

　　　　　　　　　　　　　Ｋ；補正係数　（＋０．０３）

　　　橋梁工⑨ＰＣ橋架設工」側部足場による。

　※鉄筋工は、高欄・地覆部の鉄筋加工・組立作業であり、場内運搬を含む。ただし、加工・組立は市場単価とする。

摘　　　　要名　　　称 規　　　格 単位 数　量

備　　　考

◇単価-18号表

◇単価-19号表

◇単価-22号表

単　価 金　　　額 備　　　考

◇単価-20号表

◇単価-21号表

　※　壁高欄を施工する際の足場を別途設置する場合は、国土交通省土木工事標準積算基準書　「第Ⅳ編第７章

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 金　　　額

積算基準p.<44>

積算基準p.<44>

標準積算　Ⅱ-2-21-1

摘　　　　要

積算基準p.285

積算基準p.290

積算基準p.286



◇単価-19号表 (type 1) ：コンクリート工(人力打設の場合) （１０ｍ3当り）

　世話役 人

　特殊作業員 人

　普通作業員 人

　生コンクリート ｍ3 10.2 10ｍ3×(1+補正係数)

　諸　雑　費 労務費計の　○　％ 式 1

　合計

【必要数値・項目等】

　※コンクリートの使用量は、次式による。　（鉄筋構造物）として 　・人力打設　　　ｏｒ

　　　　使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ） 　　　　　　コンクリートポンプ車打設

　　　　　Ｋ；　補正係数　（　＋０．０2）

積算基準p.285

積算基準p.285

金　　　額 備　　　考 摘　　　　要規　　　格 単位 数　量 単　価名　　　称

積算基準p.285

積算基準p.285

積算基準p.285



◇単価-19号表 (type ２) ：コンクリート工(コンクリートポンプ車打設の場合) （１０ｍ3当り）

　世話役 人

　特殊作業員 人

　普通作業員 人

　生コンクリート ｍ3 10.2 10ｍ3×(1+補正係数)

　コンクリートポンプ車運転 ブーム式　　90～110ｍ3／ｈ ｈ

　圧送管組立・撤去工 ｍ

労務費･機械損料及び

　諸　雑　費 　　　運転経費計の　○　％ 式 1

　合計

【必要数値・項目等】

　※コンクリートの使用量は、次式による。　（鉄筋構造物）として 　・人力打設　　　ｏｒ

　　　　使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ） 　　　　　　コンクリートポンプ車打設

　　　　　Ｋ；　補正係数　（　＋０．０2）

（※）地覆･壁高欄の場合の

　　　粗骨材最大寸法は，

　　　２５ｍｍ以下とする。

積算基準p.284

名　　　称 規　　　格 単位 数　量

積算基準p.284

積算基準p.284

単　価 金　　　額 備　　　考 摘　　　　要

積算基準p.285

積算基準p.284

積算基準p.284

積算基準p.284

◇単価-19-1号表

（※）



◇単価-19-1号表 ：圧送管組立・撤去工 （10ｍ当り）

　普通作業員 組立+撤去=0.26+0.20＝0.46 人 0.46

　合計

【必要数値・項目等】

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 金　　　額 摘　　　　要

積算基準p.285

備　　　考



◇単価-20号表 ：型枠工 （100ｍ2当り）

　世話役 人

　型枠工 人

　普通作業員 人

　諸雑費 労務費計の　○○　％ 式 1

　合計

◇単価-21号表 ：養生工 （10ｍ3当り）

　普通作業員 人

　諸雑費 労務費計の　○○　％ 式 1

　合計

【必要数値・項目等】

　・構造物の種類

名　　　称 規　　　格 単位 数　量 単　価 金　　　額 備　　　考

単　価 金　　　額 備　　　考 摘　　　　要名　　　称

積算基準p.290

規　　　格 単位 数　量

積算基準p.286

積算基準p.290

積算基準p.290

積算基準p.290

積算基準p.286

摘　　　　要



◇単価-22号表 ：目地板工 （10ｍ2当り）

標準積算　Ⅱ-2-21-1

　世話役 人
標準積算　Ⅱ-2-21-1

　普通作業員 人
標準積算　Ⅱ-2-21-1

　目地板使用量 ｍ2 式３．１

　諸雑費 式 1

　合計

【必要数値・項目等】

摘　　　　要単　価 金　　　額 備　　　考名　　　称 規　　　格 単位 数　量

表３．１

表３．３


